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研究成果の概要（和文）：健康へ影響する社会経済因子は集団や家庭で共有されているため、個人の健康障害要因はそ
の所属組織・家族メンバーに強く影響すると考えられる。本研究では、非正規雇用の労働環境と健康管理の問題が波及
する集団全体への健康影響や、同居家族との関係を明らかにすることを目的として行った。研究期間中に、非正規雇用
の増加する社会における継時的健康悪化の実態、非正規雇用者の健康診断を中心とする不十分な健康管理、非正規雇用
の多い日本の女性就労者の健康状況、経済格差要因・世帯構造と健康に関する論文を報告した。女性の非正規雇用にお
ける健康問題と家族個人と非正規雇用の関連性に関する成果は学会で報告することができた。

研究成果の概要（英文）：Because socioeconomic factor, one of social determinant of health, is shared at a 
group of community and family, each person's health factor will be expected to have effect on other 
members　within the group. In this study, we assessed the relationship between such personal health 
factor and whole health status in their community or/and family from the perspective of non-regular work, 
such as day work, part-time job, and dispatched work as precarious employment.
During our research period, we have confirmed followings; the deterioration of regular workers' health 
together with non-regular workers according to increasing the number of latter workers; insufficient 
health check receiving among non-regular workers; female worker's unhealthy status in particular to 
non-regular workers under　unwilling employment; economic disparity in household status and health.

研究分野： 公衆衛生学　社会疫学

キーワード： 非正規雇用　健康　家族　可処分所得　マルチレベル分析　次世代影響　不本意就労　女性労働
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

（１）家庭は健康増進に貢献しているか 

共同体最小単位としての「家庭」の機能が

昨今問われている。家庭内の健康や安全に関

する問題について、多くの場合、最も自立・

活動的で社会において実権をもつ生産年齢

層が責任を持つであろう。しかし、今日我が

国では非正規雇用による労働形態が増加し、

生産年齢層でさえワーキングプアや就労組

織からの孤立など、様々な社会問題とそこか

ら生じる経済格差が指摘されている。厳しい

雇用・労働条件から作り出される生活環境は、

就労者本人のみならずそれを取りまく家族

の生活に影響することが予想される。特に、

扶養されている未成年および配偶者などの

生活・健康に、扶養者自身の就業・健康の与

える影響は注目すべきである。 

 

（２）これまでの研究背景 

これまで労働衛生分野で過重労働の健康

影響や、非正規雇用者の健康状態に関して研

究を行ってきた。非正規雇用者はそもそも経

済的に不安定で心理負担が多く、経験が少な

くても危険業務へ従事させられるケースが

散見され、正規雇用者と比較すると健康状態

が劣ることが知られている。一方の正規雇用

者も職場での責任が重く、時間外労働を強い

られる側面があり、不安定雇用の増加による

労働条件が労働者全体の健康を悪化させて

いることが従前の研究により示唆された。そ

の延長として、雇用形態や収入の違いによっ

て生じる生活上の経済格差が、就業者本人だ

けではなく、そこに付随する家族を巻き込み、

社会全体の健康を悪化させつつあると思わ

れる。健康障害要因をもつ個人の社会経済的

属性とその家族の健康との関連を明らかに

することで、Population Approach の可能性を

示すことができると思い、本研究の着想に至

った。 

 

２．研究の目的 

社会科学、もしくは社会疫学において、格

差は底辺部の集団のみに影響するのではな

く、社会全体の健康レベルを低下させると指

摘される。社会経済因子は家庭で共有されて

いるため、個人の健康障害要因はその家族メ

ンバーに強く影響すると考えられる。この関

連を明らかにすることを本研究の目的とす

る。 

これまでの研究で社会経済上不利な状態

にある非正規雇用者の健康状態は悪いこと

が示されている。この傾向は就業者の構造が

変化している 2000 年以降増加しており、就

業者全体の健康状態が近年悪化してきてい

ることが予備研究で分かっていた。就業者全

体の健康悪化から予想するに、集団における

健康不良者の存在は当然身近な家族に影響

していると思われるが、この点について検

討・研究はされていない。よって、本研究で

は非正規雇用など社会経済因子や健康上の

問題をもつ成人によって扶養されている配

偶者や未成年者を中心とした家族の健康状

態の特徴を調査し、双方の関連を明らかにす

る。 

 

３．研究の方法 

（１）国の統計調査データを用いた研究 

家族構成に関して情報を持つ国の統計調

査（国民生活基礎調査、国民健康・栄養調査、

全国家庭児童調査）を目的外利用申請する。   

まず、各調査の関連性（突合可能性）につ

いて、公表されている集計表との関連性を調

査する。その際、省庁刊行物（白書など）の

資料や、既に目的外利用申請をして研究利

用・報告している学術論文の他、家族関係と

健康アウトカムに関して行った国内外の研

究資料をレビューする。そして、国の統計担

当部局へ相談し、目的外利用申請の手続きを

行う。 



  

（２）調査研究の分析 

過去および関連の質問紙調査で得られた

データを 2 次解析する。まず、対象者を条件

によって抽出し、得られたデータについて上

記のような手順に従い、就業と健康の関係、

および同居家族と健康の関係として解析す

る。 

それぞれの解析、調査・解析で得られた結

果を随時学会にて報告、学術論文として科学

雑誌に投稿・発表し、格差社会と健康の関係

について広く啓発する。 

 

４．研究成果 

（１）雇用者の健康状態と時代の関係 

雇用者の健康状態の経時的変化について

経 時 分 析 （ APC 分 析 :age-period-cohort 

analysis）を行った。非正規雇用者の急増した

2001 年から 2007 年までの分析の結果、雇用

者全体の健康指標が悪化し時代効果として

示された。特にこの時代効果による健康指標

の低下は男性の正規雇用者において顕著で

あった。非正規雇用者についてはもともとの

健康指標が低い為か、継時的な変化としては

示されなかった。近年、長時間労働や過重労

働などにより、雇用者の健康が悪化している

という従前の報告とも一致し、それが時代効

果であることを示すことが出来た。時代の要

因として、急増する非正規雇用者率を上げて

考察され、得られた研究成果は社会医学系の

国際誌に報告できた。 

 

（２）女性の就労と健康の関係 

家族の要となりうる成人女性（多くの場合、

妻・親の立場をとる）を対象に世帯形態を考

慮した健康との関係について、以前、雇用形

態と成人女性の健康に関して行った小規模

調査を解析した。その結果、本邦では就労女

性にはっきりとした労働者健康効果（Healthy 

worker’s effect）が示されず、非就労女性(専業

主婦)に比べて健康不安が高く、朝食欠食や睡

眠不足等の健康問題が示された。特に、家庭

と仕事の両方を持つ女性に関しては、健康診

断等の予防関連の健康情報へのアクセスが

低いことが示された。この研究に付随し、健

康情報の把握と心理的な反応としての情報

伝搬や主観的経済状況と健康予防行動の関

連に関して男女の特徴を踏まえた研究も行

い、女性のヘルスリテラシーの特徴を明らか

にした。 

 

（３）雇用者家族の健康について 

雇用者を含む世帯を対象に、その配偶者と

養育される子に関する健康票かを行った。健

康に影響する社会経済因子の一つである世

帯所得の取り扱いや、世帯をユニットとする

統計解析の手法について、健康に時間がかか

ったが、マルチレベル分析に着手した。概し

て、非正規雇用のような不安定雇用が負の健

康影響をもたらすこと示された。なお、非正

規雇用により確かに同居家族の健康状態は

低下するが、配偶者等の成人の場合、世帯収

入によってそのような負の影響は小さくな

る。一方、同居家族が子供である場合、収入

等を調整しても健康への負の影響は残され

るかむしろ大きくなる場合もあり、特に一人

親世帯への影響が強く示された。また、健康、

経済、人間関係などの社会関係資本からなる

幸福度（生活満足度）に関する意識について

も、非正規雇用は次世代へ影響することが示

された。非正規雇用は女性に多い働き方であ

ることに注目し、専門性の高い職業等に焦点

目的外利用申請で入手した統計データ

を以下の手順で解析する。 

①データクリーニング（不詳部分の処理、

ダミー・コード化など） 

②データセットの再配置（世帯票と個人票

の並べ替え） 

③解析に必要な新規変数の作成 

④要因とアウトカムの関連を分析  



を当てて解析し、非正規雇用が不本意就労に

より健康指標が低下する要因となる事を明

らかにした。 

これらの結果に関しては、学会にて発表の

のち、現在国際誌に投稿準備中である。 
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